
〜⼤雪、なだれ、急激な気象変化などに細⼼の注意を〜

冬⼭の天気は、平地とは⽐較にならないくらい急激に変化し、悪天が数⽇継続
することも少なくありません。特に低気圧が通過し、その後、強い冬型の気圧配置
になる場合、暴⾵や吹雪、短時間での⼤雪、なだれ、急激な気温低下により命
を奪われるような遭難につながるおそれがあります。登⼭の数⽇前から、最新の気
象情報で天気や雪の状況などを確認し、ゆとりある計画を⽴てることが必要で
す。さらに、登⼭中も常に最新の気象情報を利⽤し、気象の急変等に備えた適
切な判断が何より重要と強く認識してください。

最新の気象状況把握が冬⼭登⼭の命綱

気象情報の⼊⼿先
常に最新の気象情報を利⽤することが⼤切です。ラジオやテレビの他、
インターネットや携帯端末を利⽤した情報の⼊⼿も可能です。

(公社)⽇本⼭岳･スポーツクライミング協会のホームページに、以下の
⼊⼿先等をまとめていますので、御利⽤ください。
https://www.jma-sangaku.or.jp/sangaku/?ca=39

□気象庁ホームページ
警報・注意報、危険度分布、天気予報の他、地上・⾼層天気図、気象衛星、アメダス、
気象レーダー、ウィンドプロファイラ（上空の⾵）等の様々な情報を確認することができます。
https://www.jma.go.jp/jma/index.html

□国⼟交通省防災情報提供センターホームページ
国⼟交通省防災情報提供センターホームページでは、河川、道路、
気象等の各種防災に関する情報を⾒ることができます。
http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/
また、その⼀部を携帯端末向けホームページで⾒ることができます 。
http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html

□⺠間気象会社等のサービス
⺠間気象会社等では、特定の⼭を対象に気象情報提供サービス
を⾏っているところがあります。
(詳細は、各⺠間気象会社等にお尋ねください。)

※⽕⼭情報にも注意
⽕⼭には、噴気や⽕⼭ガスが発⽣している危険な場所があります。登⼭する⼭が⽕
⼭の場合は、⽕⼭にどのような危険があるのかを確認して、登⼭計画を⽴てましょう。
気象庁や地元⾃治体が発表している最新の情報を⼊⼿し、⼗分注意して登⼭して
ください。気象庁では、「噴⽕警報」や「⽕⼭の状況に関する解説情報」などを⽕⼭ごと
に整理した「⽕⼭登⼭者向けの情報提供ページ」（下記URL）を公開していますので、
登⼭前には、必ずご確認願います。
https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/activity_info/map_0.html
また、噴⽕の発⽣事実を迅速に発表する「噴⽕速報」はラジオやテレビ、携帯端末のアプリ等で知ること
が出来ます。⽕⼭の噴⽕に気づいた時、噴⽕速報が発表された時は直ちに⾝の安全を図りましょう。
（噴⽕速報の説明︓https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/funkasokuho/funkasokuho_toha.html）
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